DD-3 技術資料
１．許容回転数
使用出来るモーターは、軸出力 11kw, 15kw, 22kw, 30kw の４種類です。
三菱製4Pフランジモーターを使用した時以下の回転数まで使用出来ます。
	最高回転数
	周波数
	周速

	3000 rpm
	100 Hz
	100 m/sec


２．4Pモーターの場合の周波数と回転数、周速の関係
	50 (Hz)
	40
	50
	60
	70
	80
	90
	100

	1500(rpm)
	1200
	1500
	1800
	2100
	2400
	2700
	3000

	50(m/sec)
	40
	50
	60
	70
	80
	90
	100


３．必要処理風量
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上表のデーターは、周速対開放無負荷時風量とスクリーン穴径がφ1より小の場合や、濾布による圧力損失が起きた場合の最小発生風量を示します。
周速から読み取った開放時風量は、濾布の圧力損失等があれば圧損大の時の読取値近辺まで減少します。また、空気輸送等下部ホッパー内が負圧になれば若干増加します。
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DD-3 ブロワー性能曲線�
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スクリーンφ1以上の各周速における Q-ΔP 曲線を上図に示します。実際の差圧を考慮すれば、空気輸送時以外は10～20m3程度でしょう。DD-2と同様に、少容量粉砕では、圧力損失を増して風量を押さえるとコンパクトになるし、30kwで処理速度を大きく取る場合は、風量を大きくする必要があるので、空気輸送が好適です。
マキノ式粉砕機ＤＤ－３型 回転板の取外しと駒の交換
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1.回転板の取外し
回転板の取外しは、M12六角穴付きボルト->回転板押え板->M8皿ボルト×4本の順に外し、カップリングから回転板を外します。（カップリングは外しません）
2.内駒の交換
購入された内駒は、８本セットで、緩み防止ナットが付属しています。交換は回転のバランスを保つ為、８本全て交換して下さい。同時に交換しないと故障の原因となります。また緩み防止ナットは、再使用できません、古いナットは廃棄するようお願い致します。
取外しは、回転板裏面から内駒を固定している緩み防止ナットを外して行います。取付けは、回転板に切られた溝に角柱部を沈めた位置まで内駒を差込み、ナットで締め付けます。超鋼等を貼り付けたタイプでは、円周方向に強化部が向くよう注意して下さい。
3.外駒の交換
購入された外駒は、外駒固定ピンと８本セットで、特殊ポンチが１本付属します。交換は回転のバランスを保つ為、８本全て交換して下さい。同時に交換しないと故障の原因となります。
取外しは、回転板正面から外駒を固定している外駒固定ピンを、特殊ポンチを使用してハンマー等で叩き出して外します。
取付け時は、先ず回転板を裏返します。外駒と回転板の取付け穴を合わせる様に、外駒を差込みます。外駒は長い方が前です、今、回転板は裏になっていますので、長い方を下にします。外駒固定ピンを、ローレット溝を切って無い方から差込み、駒と固定ピンがほぼ面一になる位置まで叩き込み、固定します。
交換作業は、１本づつ交換作業を行うと間違が無く、また他の駒で水平に安定します。

なお、弊社での取替えも行いますので、気軽にご相談下さい。
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